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例
年
、
冬
、
終
は
る
頃
よ
り
花
粉
症
症
状
出
で
て
、
春
先
ま
で
續
き
、
櫻
咲
く
嬉
し
さ
も
中
く
ら
ゐ
に
留
ま

る
。
大
方
五
月
に
至
れ
ば
快
方
に
向
ひ
、
街
路
樹
の
若
葉
は
爽
快
な
る
氣
分
に
て
見
る
を
得
。 

花
粉
盛
な
る
時
は
神
經
過
敏
の
態
と
な
り
、
テ
レ
ビ
の
花
粉
情
報
見
る
だ
に
く
さ
め
出
づ
。
掛
附
け
の
先
生

出
し
下
さ
る
藥
、
眠
氣
と
不
快
感
を
催
す
割
に
は
、
效
目
無
き
に
似
た
り
。
他
方
、
同
じ
先
生
處
方
の
目
藥

二
三
滴
、
眼
の
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
感
た
ち
ど
こ
ろ
に
消
失
す
る
は
有
難
し
。
但
し
、
濫
用
は
重
大
な
る
副
作
用
招

く
と
ぞ
。 

余
、
か
ね
て
よ
り
目
藥
さ
す
技
に
拙
し
。
ま
づ
顏
を
天
井
に
向
く
。
指
先
に
目
藥
容
器
持
ち
て
腕
を
顏
よ
り

上
に
伸
し
上
げ
、
天
井
を
凝
視
す
る
視
線
の
内
に
容
器
移
動
し
て
先
端
を
下
に
向
け
、
、
頃
合
を
測
り
て
ス

ポ
イ
ト
を
絞
る
。
眼
と
容
器
と
の
距
離
感
、
最
も
肝
要
な
り
。
遠
過
ぐ
る
時
は
所
謂
「
二
階
よ
り
目
藥
」に
て

的
を
外
し
、
近
過
ぐ
る
時
は
危
く
眼
球
に
觸
れ
な
む
と
す
。
上
向
た
る
儘
と
つ
か
う
つ
す
る
う
ち
、
知
ら
ず

口
ぽ
か
り
と
開
け
ば
す
な
は
ち
、
傍
觀
す
る
家
人
「口
に
目
藥
さ
す
つ
も
り
や
？
」 

藥
と
は
云
へ、
ま
な
こ
に
落
入
る
物
を
避
け
む
と
し
て
目
閉
づ
る
は
防
禦
本
能
の
然
ら
し
む
る
所
と
云
ふ
べ
し
。

我
、
所
々
に
本
能
の
衰
へあ
る
と
雖
も
、
眼
を
守
る
氣
持
な
ほ
強
く
し
て
、
目
藥
入
ら
む
と
す
る
そ
の
刹
那
、

瞼
を
閉
づ
る
こ
と
再
々
な
り
。
本
能
に
邪
魔
せ
ら
れ
た
る
水
滴
は
閉
ぢ
た
る
瞼
の
表
を
空
し
く
傳
ひ
、
顏
を

流
れ
て
、
耳
の
穴
に
濕
り
氣
を
感
ぜ
し
む
。 

朝
、
出
仕
前
に
目
藥
さ
す
は
妻
の
役
目
な
り
。
か
つ
て
は
「目
藥
を
さ
し
呉
れ
」「目
藥
を
さ
さ
む
や
」等
の
會

話
成
り
立
ち
し
も
、
夫
婦
日
常
會
話
の
例
に
從
ひ
、
自
づ
と
言
葉
省
略
「目
、
入
れ
呉
れ
」「
目
、
入
る
る
？
」

と
の
遣
り
取
り
に
な
り
ぬ
。
こ
れ
を
聞
く
他
人
、
さ
ぞ
か
し
奇
妙
に
思
ふ
ら
む
。 

世
に
、
疲
れ
目
用
目
藥
な
る
も
の
あ
り
て
、
目
を
酷
使
す
る
勤
め
人
等
多
用
す
ら
し
。
あ
る
夕
刻
、
電
車
に

坐
り
居
れ
ば
、
前
に
立
つ
若
者
、
上
着
内
ポ
ケ
ッ
ト
よ
り
何
や
ら
容
器
取
出
す
と
見
る
よ
り
早
く
、
顏
を
や

や
上
方
に
向
け
て
、
左
右
の
目
の
上
に
そ
を
一
瞬
づ
つ
留
め
、
ま
た
服
に
收
め
た
り
。
水
滴
は
見
え
ね
ど
も
、

目
藥
さ
し
た
る
に
相
違
な
し
。
一
聯
の
作
業
、
流
る
る
如
く
に
し
て
、
數
秒
の
裡
に
終
は
り
ぬ
。
そ
の
早
業
に

余
、
感
服
せ
り
。 

そ
れ
よ
り
後
、
バ
ス
に
乘
車
中
、
同
樣
の
早
業
に
て
目
藥
さ
す
人
見
た
り
。
レ
ー
ル
上
の
電
車
に
比
し
、
道
路

の
凹
凸
を
行
く
バ
ス
が
搖
れ
は
大
き
く
か
つ
不
規
則
。
そ
の
中
に
て
的
を
誤
た
ず
鮮
や
か
な
る
仕
草
に
て
目

藥
さ
す
こ
の
人
、
眞
の
目
藥
達
人
と
こ
そ
見
受
け
た
れ
。 

  


